


















































地域政策学センター?Center for Regional Policy Studies（CRPS）
いる。これらによって、構成員の研究発表や共同研究を含め、
諸外国の研究者や国内の研究者を招聘した国際的な情報交換
や学術集会が数多くの成果を実らせている。その一例として、
これまでに国際交流プログラムは58回にわたって実施されて
きた。
　第三、学部生や国際コミュニケーション研究科の大学院生
への様々なサービスの提供である。学科誌の無料配布のほか、
学部生のために、卒業研究指導教員の推薦に基づいて、学
科会議や教授会の議を経て、「学会賞」と「努力賞」を授与
するほか、日本の伝統文化を理解するための歌舞伎鑑賞のプ
ログラムなども実施してきた。卒業研究論集も後輩の参考とな
っている。
　学会誌 ﹃文明21﹄ の原稿募集や特集体制および専門性の
さらなるレベルアップなど、国際コミュニケーション学会の抱え
る課題は山積し、様々な実践や工夫が必要とされていますが、
日々改善していくことはむろん可能であろう。
（文責：国際コミュニケーション学会幹事周星）
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